
　

今
月
号
は
平
成
28
年
度
展
覧
会
の
年
間
計
画
表
を

掲
載
し
ま
し
た
。
書
道
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　

◆
家
族
の
絆

　

４
月
29
日
か
ら
「
斎
藤
道
男
・
鶴
巻
純
子
の
家
族　

三
代
５
人
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
斎
藤
道
男
・

鶴
巻
純
子
ご
夫
妻
は
と
も
に
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
斎
藤
道
男
さ
ん

の
家
族
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
奥
様
の
お
父
様
は

紙
塑
人
形
の
創
始
者
・
故
鶴
巻
三
郎
氏
で
す
。
工
芸

家
と
し
て
、
故
郷
の
三
条
市
で
創
作
を
続
け
、
日
展

審
査
員
、
新
潟
県
美
術
協
会
の
初
代
理
事
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
男
の
謙
郎
さ
ん
は
日
本
画

家
、
長
女
の
貴
子
さ
ん
は
版
画
家
で
す
が
、
お
二
人

と
も
新
進
気
鋭
の
若
手
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
三
郎
氏
の
血
を
受
け
継
い
で
、
彫
刻
と
日
本

画
と
銅
版
画
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
表
現
を
追
求
し

て
い
ま
す
。

　

斎
藤
道
男
さ
ん
は
、
34
年
間
、
医
師
と
し
て
南
魚

沼
で
勤
務
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
南
魚
沼
市
で
展
覧

会
を
開
催
す
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

斎
藤
さ
ん
と
家
族
５
人
の
展
覧
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
高
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）

◆
菌
の
力

　

健
康
診
断
の
結
果
を
見
て
、
食
べ
る
脂
肪
分
を
減

ら
す
こ
と
に
し
、
長
年
食
べ
て
き
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
も

控
え
る
こ
と
に
し
た
。
一
時
期
は
無
脂
肪
の
製
品
に

変
え
て
み
た
の
だ
が
、
何
か
他
に
な
い
か
と
思
案
し

て
い
る
と
、
豆
乳
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
ゆ
き
つ
い
た
。
市

販
の
製
品
は
店
頭
に
は
な
か
な
か
出
て
い
な
い
。
関

連
の
書
籍
を
読
ん
で
み
る
と
、
世
の
中
に
は
自
家
製

の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
っ
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
だ
っ

た
。
同
僚
か
ら
自
家
製
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
勧
め
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
自
分
で
も
試
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

き
れ
い
で
す
。
こ
ん
な
気
持
ち
の
良
い
気
分
に
な
れ

る
職
場
で
幸
せ
だ
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
暖
か
く
な
っ
て
き
て
流
行
り
の
風
邪
も
大

丈
夫
か
な
と
油
断
し
て
い
た
矢
先
、
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
！　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
！　

し
か
も
、
親

子
同
時
に
。
職
場
で
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
結
局
受
け
ず
に
い
て

こ
れ
で
し
た
。
私
は
３
日
間
寝
込
み
、
娘
は
９
日

間
、
学
校
を
休
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
職
場
の
皆

さ
ん
に
は
本
当
に
、
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
、
申
し

訳
な
か
っ
た
で
す
。
来
年
か
ら
は
面
倒
く
さ
が
ら
ず

に
、
ち
ゃ
ん
と
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
一
度
か
か
る
と
違
う
型
に
か
か
り
や
す
く
な
る

と
聞
き
、
卒
業
と
入
学
を
控
え
て
い
る
の
で
、
４
月

半
ば
ま
で
は
、
マ
ス
ク
を
外
さ
な
い
に
し
よ
う
と
決

め
た
出
来
事
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
木
の
芽
の
季
節

　

日
当
た
り
の
い
い
山
の
斜
面
に
残
っ
て
い
た
雪
が

あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
花
粉
症
に
は
縁
が
な
い
し
、
満
作
の
黄
色
い

花
を
見
に
行
こ
う
と
、
近
所
の
山
を
散
策
し
ま
し
た
。

三
用
川
の
上
流
を
目
指
す
と
、
思
っ
た
通
り
あ
ち
こ

ち
に
咲
い
て
い
ま
す
。
カ
タ
ク
リ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
も
可
憐
で
し
た
。
帰
り
に
は
、
フ
キ
ノ
ト
ウ

を
袋
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
き
、
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
ブ
ナ
の
林
が
萌
葱
色
に
色
づ
き

ま
す
し
、
雪
国
暮
ら
し
の
我
が
身
に
と
っ
て
は
、
ま

さ
に
心
ワ
ク
ワ
ク
す
る
季
節
の
到
来
で
す
。

　

春
の
山
菜
採
り
も
待
っ
て
い
ま
す
。
コ
ゴ
メ
、
ウ

ド
、
ウ
ル
イ
、
タ
ラ
の
芽
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
シ
オ
デ
、

ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
…
…
お
っ
と
、
木
の
芽
（
ア
ケ

ビ
の
新
芽
）
を
忘
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
れ
を
食

べ
な
い
こ
と
に
は
春
を
満
喫
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い

し
、
ま
し
て
や
、
魚
沼
人
に
は
な
れ
な
い
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
な
の
で
す
。
遥
か
縄
文
の
時
代
か
ら
食
さ
れ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
木
の
芽
の
ほ
ろ
苦
さ
は
、
年

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
旨
さ
が
増
し
て
く
る
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
良
一
）　　
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ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
も
し
た
が
、
あ
る
本
に
驚
き
の

方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
土
鍋
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

作
る
と
い
う
の
だ
。

　

そ
の
本
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
市
販
の
小
さ
な
自

分
に
合
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
乳
製
品
）
と
豆
乳
を
土

鍋
で
混
ぜ
合
わ
せ
、
火
力
で
１
～
２
分
温
め
て
発
酵

を
促
進
す
る
と
、
豆
乳
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
半
日
ぐ
ら
い

で
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
脂
肪
分
の
無
い

植
物
性
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
市
販

の
豆
乳
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
試
し
て
み
る
と
、
朝
仕
込
ん

だ
も
の
が
、
帰
宅
時
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
な
っ
て
い
た
。

久
し
ぶ
り
に
感
動
し
て
し
ま
っ
た
。　
（
岡
西
英
孝
）　　
　
　
　
　
　

◆
〝
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
〟
に
癒
さ
れ
て

　

当
館
で
は
月
に
一
度
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
企
画
展

や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
限
ら

れ
た
時
間
内
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
が
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
た
ち
の
話
す
力
や

聞
く
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
り
、
魚
沼
弁
の

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ト
ー
ク
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

が
特
に
好
き
な
コ
ー
ナ
ー
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
朝
に
放
送
さ
れ
る

「
校
歌
を
歌
お
う
」
で
す
。
母
校
の
校
歌
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
他
校
の
校
歌
も
八
海
山
や
魚
野
川
な
ど

故
郷
の
名
所
が
歌
詞
に
入
っ
て
い
て
懐
か
し
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
曜
日
の
夜
の
「
し
ゃ
べ
り
た
ガ

ー
ル
総
集
編
」
で
す
。
女
子
ア
ナ
だ
け
の
楽
し
く
、

ゆ
る
～
い
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
や
人
柄
が
出
て
い
て
、
疲
れ
も

吹
っ
飛
び
ま
す
。
あ
ま
り
の
可
笑
し
さ
に
吹
き
出
し

た
り
、
独
身
の
女
子
が
そ
こ
ま
で
ぶ
っ
ち
ゃ
け
て
い

い
の
か
と
心
配
し
た
り
し
な
が
ら
、
毎
週
ラ
ジ
オ
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
佐
藤
良
子
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
油
断
大
敵

　

す
っ
か
り
池
の
氷
も
解
け
、
野
鳥
や
ア
ヒ
ル
が
戻

っ
て
き
て
、
公
園
も
賑
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

水
面
が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
天
上
に
反
射
し
、
と
て
も

←
鶴
巻
純
子
「
た
か
こ
」　

　
↑
鶴
巻
三
郎
「
薫
風
」

斎
藤
道
男
「YU

KI

」　



　
父
・
三
郎
、
夫
・
道
男
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
子
供
た
ち
と
紡
い
だ
造
形
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
巻
　
純
子

　

池
田
記
念
美
術
館
の
ご
厚
情
に
よ
り
、
私
た
ち
家

族
三
代
に
よ
る
５
人
展
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
家
族
一
同
の
展
覧
会
は
初
め
て

の
機
会
で
す
。

　

父
・
鶴
巻
三
郎
は
私
に
と
っ
て
偉
大
な
芸
術
家
で

し
た
。
父
は
い
つ
も
「
本
物
を
見
よ
」
と
い
う
こ
と

が
信
条
で
あ
り
、
小
学
生
の
頃
か
ら
東
京
で
の
一
流

の
展
覧
会
へ
私
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
文

化
と
い
う
も
の
を
、
幼
い
頃
か
ら
日
常
と
し
て
触
れ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
培
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
か
ら
、

私
も
美
し
い
も
の
へ
の
憧
憬
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

自
然
と
芸
術
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

夫
・
斎
藤
道
男
と
の
出
会
い
も
芸
術
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
ま
す
。
彼
は
芸
術
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
何

よ
り
も
尊
い
と
考
え
る
人
物
で
し
た
。
私
の
制
作
に

触
れ
る
う
ち
に
、
医
師
で
あ
り
な
が
ら
も
、
彫
刻
へ

の
造
詣
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
彼
が
、
私
の
仕
事
で

あ
る
彫
塑
制
作
に
多
大
な
共
感
を
持
っ
て
く
れ
た
こ

と
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
姿
を
見
て
育
っ
た
二
人
の
子
供
た
ち

も
芸
術
を
愛
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
道
を
見
つ
け
、

今
、
真
剣
に
活
動
し
て
い
る
姿
は
、
親
と
し
て
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

紙
塑
人
形
・
彫
塑
・
日
本
画
・
銅
版
画
と
い
う
五

人
五
様
の
創
作
を

皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
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池田記念美術館　展覧会＆イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 4 月の休館日 】
※水曜日（6 日、13 日、20 日、27 日）
※ 5 日（火）、7 日（木）、26 日（火）、28 日（木）は
　展示替えのため臨時休館となります
※ 4 日（月）、25 日（月）は最終日のため 15 時閉館です

■高橋和義 回顧展―春待つ残雪の里―
◎ 1 階企画展示室・2 階海外美術展示室　◎期間：4 月 8 日（金）～ 4 月 25 日（月）

十日町市出身、光風会会員の高橋和義氏は、雪解けの残雪風景を描き続けています。展
覧会では、100 号の油彩画 26 点を中心に計 57 点の作品を展示し、画業を振り返ります。

■ギャラリートーク　4 月 9 日（土）　14：00 ～

■美の系譜―斎藤道男・鶴巻純子の家族 三代 5 人展―
◎ 1 階企画展示室・2 階海外美術展示室　◎期間：4 月 29 日（金・祝）～ 6 月 5 日（日）

故鶴巻三郎氏（紙塑人形）、斎藤道男氏（彫刻）、鶴巻純子さん（彫刻）、鶴巻謙郎氏（日本画）、
鶴巻貴子さん（銅版画）の家族三代 5 人の作品が初めて一堂に会する美術ファン注目の
展覧会となります。

■ギャラリートーク　① 4 月 29 日（金・祝）、② 5 月 8 日（日）　①②とも 14：00 ～

■池山阿有 油彩画展
◎ 1 階企画展示室・2 階海外美術展示室　◎期間：6 月 10 日（金）～ 7 月 18 日（月・祝）

日展特選 2 回、光風会常務理事、日展会員で見附市在住の画家・池山阿有氏の個展です。

◎他のイベント情報
■書道講座　受講者募集中！　講師：佐藤海雲氏　4 月 16 日（土）開講開始　※全 12 回・毎月第三土曜日

　初心者から中級者まで実力に応じた指導で上達！　希望回のみの受講や見学も可能です。詳細はお問い合わせください。

■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」※入場無料です。

　4 月 10 日（日）11：30 ～　月例音楽会（ピアノ、フルート）　※池田音楽クラブは随時、会員募集中です。

池田記念美術館に年間パスポート誕生！  　
料金 3,000 円で発行日から 1年間有効。有効期間中に開催される全ての展覧
会と常設展が観覧できます。初回申込特典として、①入館招待券 3枚、②イケ
ビカフェで利用できるコーヒーチケット 2枚をプレゼントいたします。

■常設展
「日本美術展示室」ラグーザ・玉、會津八一などを展示。「小泉八雲展示室」小泉家秘蔵

の直筆原稿などを紹介。「スポーツ文化展示室」野球、相撲、オリンピックなどの展示。

鶴
巻
純
子
「
貴
子
」

↓
鶴
巻
貴
子
「U

topie

　
ユ
ト
ピ
ー
」

高橋和義「雪解け川 Ⅰ」柏崎市門出　2003  F100

←
鶴
巻
謙
郎
「Lum

ière-Paris

」



①　高橋和義 回顧展─春待つ残雪の里─
■ 4 月８日（金）～ 4 月 25 日（月）

十日町市出身で新潟市在住の光風会会員、新潟県展
無鑑査の高橋和義氏の個展。28 年間の画業の集大成
となる展覧会であり、油彩画を中心に約 60 点を展示
します。初春の雪と川が織り成す豪雪地の風景を描
いた「雪解け川」シリーズなど、ダイナミックな構
図と色調をお楽しみください。

②　美の系譜
　　─斎藤道男・鶴巻純子の家族 三代 5 人展─
■ 4 月 29 日 ( 金・祝 ) ～ 6 月 5 日（日）

斎藤道男氏と妻の鶴巻純子さんはともに彫刻家。道
男氏の義父・故鶴巻三郎氏は紙塑人形の創始者で三
条市名誉市民。息子・鶴巻謙郎氏（日本画）と娘・
鶴巻貴子さん（銅版画）は新進気鋭の若手作家とし
て注目されています。家族三代 5 人の作品が一堂に
会する展覧会は初めてとなります。

③　池山阿有 油彩画展
■ 6 月 10 日（金）～ 7 月 18 日（月・祝）

1993 年、97 年日展特選、現在は光風会常務理事、
日展会員として活躍している見附市在住の画家・池
山阿有氏。落ち着いた色彩で仕事に励む田舎の老婆
の静謐な表情を描いた油彩画からは、年輪を重ねた
人生の深みが感じられるでしょう。

④　第 17 回 八海山夢展
■７月 23 日（土）～ 8 月 30 日（火）

地元の美術愛好家を中心に、絵画・書道・写真・水石・
俳句・工芸の 6 部門約 100 人が出展します。さまざ
まなジャンルで、魚沼の暮らしや風景を見つめた人
たちの展覧会です。解説会や実演など、出展者との
交流を図るイベント “ 美のツボ ” も開催します。

⑤　キルト浪漫─菊池登美子 作品展─
■ 9 月 3 日（土）～ 10 月 11 日（火）

昨年末、郷里の小千谷市にアトリエを構えたキルト
作家・菊池登美子さんの個展。「世界のキルト作家
100 人展」や「日本のキルト 20 人展」に招かれ、「イ
ンターナショナルキルトウィーク展」などでも受賞
経験があります。日本の心を表現する作家として海
外でも評価が高く、魚沼地域では初の展覧会です。

⑥　野上公平 遺作展
■ 10 月 15 日（土）～ 11 月 8 日（火）

昨年亡くなった南魚沼市出身の彫刻家・野上公平氏
の遺作展。二科会を中心に活躍し、晩年には当館の
アドバイザリースタッフとして長年貢献していただ
きました。初期の木彫作品から晩年の石彫作品まで
展示し、その業績を偲びます。

⑦　日本水墨院新潟県支部水墨画展
■ 10 月下旬または 11 月初旬

日本水墨院は魚沼市の故・大嶋月庵氏らが結成した
団体。南魚沼・魚沼の支部会員を中心に、水墨画を
展示します。風景画を中心に、墨を使った様々な表
現を楽しむことができます。

⑧　はっけよい大相撲
　　―木村浩之 日本画と人形展―
■ 11 月 12 日（土）～ 12 月 25 日（日）

東京在住の日本画家・木村浩之氏の個展。相撲をテ
ーマにした日本画と相撲人形を中心に展示します。
力士たちの姿を力強く繊細に描いた作品によって、
相撲の心技体に迫ります。また、ユーモアのある独
特の相撲人形は、老若男女を問わず心を和ませてく
れるでしょう。文字どおり、八方すべて丸くおさま
る「はっけよい」の世界です。

⑨　南魚沼郡市児童生徒美術展
■ 1 月 7 日（土）～ 1 月 17 日（火）

南魚沼市及び湯沢町の児童生徒（小学校 1 年生から
中学校 3 年生まで）の作品約 500 点が展示されます。
子供たちの創作意欲が「いきいき」と伝わってくる
展覧会です。期間中は入館無料となりますので、ご
家族でおいでください。また、恒例の「雪見展」も
期間中に開催予定です。

⑩　魚沼ベストショット展 Part Ⅵ
■ 1 月 20 日（金）～ 2 月 28 日（火）

県内外の写真家から、魚沼地域の変化に富んだ美し
い自然―風景や暮らしなど―を撮影した自慢のベス
トショットを出展していただきます。毎回出展者が
増え、今回で 6 回目となります。市内外に魚沼から
のメッセージを発信する自然賛歌の展覧会です。写
真教室も開催いたします。

池田記念美術館

平成 28 年度　美術展覧会



⑪　坂西徹朗 版画展　　

■ 3 月 3 日（金）～ 4 月 4 日（火）

魚沼市在住で、示現会と日本版画会に所属する版画
家・坂西徹朗氏の個展。新潟県展に初出品、初入選
した 1984 年以後 16 回連続入選を果たすなど、今な
お精力的に作品を制作しています。八海山や駒ヶ岳
など魚沼の雄大な山々を木版画で大胆かつ繊細に表
現。自然への尊敬と愛情にあふれた展覧会です。

⑫　〈冬季特別展示〉錯覚展
　　―不可能立体の不条理世界―
■ 1 月 7 日（土）～ 2 月 28 日（火）

東大名誉教授、明治大学先端数理科学インスティテ
ュート副所長の杉原厚吉教授が制作した、実際とは
違うように見えてしまう錯視立体を展示。 本当のこ
とがわかっていても、それとは別のものを見てしま
う脳の不条理な振る舞いを体感します。

《イベント情報》

①　一箱古本市＠池田記念美術館〈初夏篇〉
■ 6 月開催予定
美術館エントランスホールを舞台に、約 30 人の参加者
が一人一箱のワイン箱に書店名をつけて、店主選りすぐ
りの古本を販売。たくさんの本好きが集まります。

②　一箱古本市＠池田記念美術館〈厳冬篇〉
■ 2017 年 1 月開催予定
冬景色を楽しみながら、お気に入りの本を探そう！

③　真冬のクラフトマーケット「雪見展」
■ 2017 年 1 月 8 日（日）～ 9 日（月・祝）予定
3 回目を迎える新年の一大イベントです。手仕事の展示
販売、ワークショップ、リラクゼーションコーナー、美
味しい食品コーナーなど多彩なショップが大集合。今回
はどんな新企画が登場するか !?

《講座・ワークショップ》

①　書道講座―基礎から展覧会出品まで―
■ 2016 年 4 月～ 2017 年 3 月（全 12 回・毎月第三土曜日）
講師に佐藤海雲氏（新潟県展無鑑査）を迎え、書道の基
礎から学びます。詳細はお問い合わせください。

②　パソコンで作る酉年の年賀状
■ 10 月開催予定
南魚沼市市野江（後山）にアトリエを構える画家・小林
基輝氏が画像編集の極意を基礎から指導します。

※講座・ワークショップについては、他にも計画いたし
ますので、お問い合わせください。　

《援助事業》
①　環日本海沿岸諸国とのスポーツ国際交流援助事業

【援助内容】　環日本海沿岸諸国とのスポーツ国際交流
事業に対して援助します（1 件 10 万円、2 件以内）。

【応募方法】　ホームページをご覧ください。
【選考方法】　選考委員会を組織し、委員会の審議を経

て決定します。
【応募期間】　平成 28 年 4 月 1 日～ 6 月 30 日

②　国際的なスポーツの学術的研究に対する援助事業
【援助内容】　国際的な視点から論じられたスポーツ研

究や、国際的に価値が高いと認められるスポーツ研究
に対して援助します（1 件 10 万円）。

【応募方法】　ホームページをご覧ください。
【選考方法】　選考委員会を組織し、委員会の審議を経

て決定します。
【応募期間】　平成 28 年 4 月 1 日～ 10 月 31 日

池田記念美術館 HP　　http://www.ikedaart.jp

スポーツ関連企画

①　スポーツ関連のイベント開催
■ 7 月～ 9 月
スポーツに関連したトークショーなどのイベント
を多目的ホールを中心に実施し、地域のスポーツ
ファンやスポーツ関係者との交流を深めます。
②　「2016　ベースボールカード」の展示
■ 4 月～ 10 月
2016 年の「ベースボールカード 1st バージョン」
や「チームエディション」を中心に展示します。
③　「2016　サッカーカード」の展示
■ 4 月～ 10 月
日本代表のカードを中心に展示します。
④　「2016 　大相撲カード」の展示
■ 11 月～ 3 月
2016 年の大相撲カードを中心に展示します。

BBM スポーツカードショー
①　BBM スポーツカードショー 2016 春の陣
　　■ 2016 年 4 月 2 日（土）
②　BBM スポーツカードショー 2016 秋の陣
　　■ 2016 年 10 月下旬
③　BBM スポーツカードショー 2017 冬の陣
　　■ 2017 年 1 月中旬


